
436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

※会場が変更する場合がございます
会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

7月14日（木）

8月17日（水）
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千
葉
県
教
育
委
員
会
は
、
中
学
生

の
減
少
を
理
由
に
２
０
０
１
年
に
県

立
高
校
統
廃
合
計
画
案
を
公
表
し
、

統
廃
合
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
１
４
２
校
あ
っ
た
県
立

高
校
は
１
２
１
校
に
減
り
ま
し
た
。

船
橋
市
内
で
も
２
０
１
１
年
度
に
は

船
橋
西
高
校
と
船
橋
旭
高
校
が
統
合

さ
れ
、
船
橋
啓
明
高
校
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
県
の
教
育
委
員
会
は
、

こ
の
先
10
年
間
で
10
組
程
度
（
最
低

で
も
20
校
）
の
県
立
高
校
統
廃
合
計

画
を
含
む
「
次
期
県
立
高
校
改
革
推

進
プ
ラ
ン
」
の
計
画
案
を
公
表
し
ま

し
た
。

　

計
画
案
で
は
、
１
学
年
６
学
級
〜

８
学
級
を
適
正
と
す
る
と
し
、
適
正

規
模
に
満
た
な
い
学
校
は
統
廃
合
の

　

第
２
回
定
例
市
議
会
で
は
６
月
２
日
と

６
月
24
日
に
物
価
高
騰
対
策
の
補
正
予
算

が
全
会
一
致
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
①
政
府
に
よ
る
物
価
高
騰

対
策
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
、
②
船
橋
独
自
対
策
（
学
校
・
保
育
園
・

幼
稚
園
の
給
食
食
材
値
上
が
り
分
補
て
ん
、

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
支
援
）
で
す
。

　

①
の
給
付
金
は
子
ど
も
１
人
５
万
円
支

給
と
い
う
も
の
で
す
が
、
低
所
得
世
帯
に

限
ら
れ
、
対
象
年
齢
で
あ
る
児
童
の
う
ち

10
人
に
１
人
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
子

育
て
世
帯
以
外
は
、
低
所
得
で
あ
っ
て
も

支
給
さ
れ
な
い
の
で
す
。

　

②
の
給
食
食
材
値
上
り
分
の
補
て
ん

は
、
物
価
上
昇
率
３
％
分
と
し
て
１
食
10

円
程
度
で
、
実
際
の
食
品
の
値
上
り
に
は

届
い
て
い
ま
せ
ん
（
表
参
照
）
。
ま
た
、

介
護
施
設
や
障
が
い
者
施
設
の
補
て
ん
も

対
象
と
し
て
検
討
す
る
と
い
う
方
針

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
統
廃
合
の
学
校

名
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、 

船
橋
市
内
で
は
豊
富
高
校

（
４
学
級
）
が
統
廃
合
計
画
の
対
象

に
な
る
可
能
性
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

豊
富
高
校
は
全
校
生
徒
の
半
数
以
上

が
船
橋
市
内
在
住
で
す
。
仮
に
豊
富

高
校
が
統
廃
合
の
対
象
と
な
れ
ば
、

市
内
中
学
校
の
進
路
に
お
い
て
も
重

要
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
市
民
生
活

の
厳
し
さ
が
増
す
中
で
、
「
経
済
的
に

私
立
高
校
に
は
行
か
せ
ら
れ
な
い
」

と
い
う
ご
家
庭
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
本
会
議
で
、
「
船
橋

市
か
ら
県
立
高
校
を
こ
れ
以
上
減
ら

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
声
を
上

げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
市
を
質
し
ま

し
た
。
市
は
、
「
ま
だ
学
校
名
が
示
さ

れ
て
い
な
い
中
で
、
今
考
え
る
段
階

で
は
な
い
」
と
や
る
気
の
見
え
な
い
、

お
よ
び
腰
な
答
弁
で
し
た
。
し
か
し
、

具
体
的
に
学
校
名
が
示
さ
れ
て
か
ら

で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

　

生
徒
の
数
が
減
る
と
い
う
の
な
ら
、

学
校
を
減
ら
す
よ
り
、
今
こ
そ
少
人

数
学
級
を
進
め
る
べ
き
で
す
。
日
本

共
産
党
は
、
地
域
の
受
け
皿
と
な
る

県
立
高
校
を
こ

れ
以
上
減
ら
さ

せ

な

い

た

め

に
、
こ
れ
か
ら

も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
飲
食
店
な
ど
、
物

価
高
騰
で
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
事

業
者
へ
の
対
策
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

物
価
高
騰
で
市
民
の
暮
ら

し
も
経
営
も
悪
化
す
る
ば
か

り
な
の
に
、
提
案
さ
れ
た
内

容
で
は
と
て
も
「
対
策
」
と

呼
べ
ま
せ
ん
。
な
に
よ
り
、

政
府
が
物
価
高
騰
か
ら
国
民

生
活
を
守
ろ
う
と
し
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

　

物
価
抑
制
策
と
し
て
、
日

本
共
産
党
は
市
議
会
で
、
国

に
対
し
て
消
費
税
の
引
き
下

げ
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し

賛
成
し
た
の
は
日
本
共
産

党
、
市
民
民
主
連
合
、
無
所

属
の
議
員
だ
け
で
、
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
自
民
党
や
公
明

党
の
議
員
は
、
地
方
議
会
で
も
消
費
税
減

税
に
背
を
向
け
て
い
ま
す
。

　

船
橋
市
は
現
在
、
予
算
化
し
て
い
な
い

物
価
高
騰
対
策
に
使
え
る
国
か
ら
の
臨
時

交
付
金
を
、
16
億
8
2
0
0
万
円
抱
え
て

い
ま
す
。
９
月
議
会
で
何
ら
か
の
対

策
を
提
案
す
る
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、

遅
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
は
例
年
よ
り
早
い
梅
雨
明
け

と
な
り
ま
し
た
が
、
電
気
代
も
20
％

程
度
上
が
っ
て
い
ま
す
。
電
気
代
を

気
に
し
て
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
ず
、
熱

中
症
に
な
り
か
ね
な
い
事
態
で
す
。

日
本
共
産
党
は
「
せ
め
て
値
上
り
分

と
し
て
1
世
帯
5
0
0
0
円
程
度
の

電
気
代
補
助
を
」
と
、
市
長
に
提
案

し
ま
し
た
。
30
万
世
帯
で
15
億
円
で

す
。

　

さ
ら
に
、
船
橋
市
は
剰
余
金
等
を

積
み
立
て
た
基
金
を
1
0
0
億
円
以

上
保
有
し
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
問

題
は
自
治
体
だ
け
で
は
解
決
で
き
ま

せ
ん
が
、
基
金
も
活
用
し
、
自
治
体

と
し
て
で
き
る
限
り
の
対
策
を
行
う

べ
き
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
引
き

続
き
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
頑
張

り
ま
す
。

大費目 中分類　前年同月比 品目　前年同月比

食料

生鮮野菜  13.1％ たまねぎ  125.4％など

生鮮魚介  12.2％ まぐろ  16.6％など

調理食品  3.4％ 調理カレー  11.4％など

生鮮果物  11.0％ りんご  34.0％ など

外食  2.2％ ハンバーガー（外食） 7.6％など

菓子類  3.2％ ポテトチップス  9.0％など

油脂・調味料  6.3％ 食用油  36.2％など

光熱・水道

電気代  18.6％

ガス代  17.0％ 都市ガス代  22.3％など

他の光熱  25.1％ 灯油  25.1％

2020年基準　消費者物価指数（総務省発表）
全　国　2022年（令和4年）5月分 より   （値上がり分の一部抜粋）
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日本共産党船橋市議団 メール nk-fsd@guitar.ocn.ne.jp検　索

日本共産党国会議員団千葉事務所　043-302-2005

市 会 議 員

<市議団控室047-436-3030 FAX047-420-7201>

438-8647岩 井 友 子

422-5278金 沢 和 子 432-9317松 崎 さ ち

4０４-２０３９坂 井 洋 介

769-7271神子そよ子

◆くらしも平和も押しつぶす大軍拡と改憲止めよう！


